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地

球
第

二
十
巷

第
五
親
昭
和
八
年
十

.
月

盲

京
都
市
四
億
通
を
通
ず
る
東
西
断
面
に
就
い
て

西

尾

鐘

次

郎

新
京
吸
蔵
道
株
式
骨
敢
よ
,Jl
の
依
叔
ほ

て'
同
型

月
都
市
乗
入
れ
地
下
銭
道
線
路
と
し
て

兼
は
四
横
河
庶
町
角

よ
り
四
催
迫
を
過
ぎ
嵐
山
電
車
西
院
輝
の
西
方
迄
の
間
は
於
で
深
六
十
尺
六
ヶ
所
を
､
大
正
十
五
年
十

一
月
よ
り
昭

和
二
年
二
月
に
亘
-
て
試
錐
せ
少
､
且
つ
同
二
月
に
は
逓
信
省
の
命
に
依
り
三
月
都
中
央
電
話
局
確
執
分
局
敷
地
を

耶
賓
す
る
革
と
夜
わ
深
五
十
八
三
ヶ
所
を
試
錐
せ
少
.
上
記
の
新
京
阪
の
調
査
と
倉
す
れ
ば
京
郡
市
の
四
櫨
通
を
通

ず
る
東
西
断
両
を
窺
ふ
蔀
を
み
る
が
故
に
以
下
脚
か
其
賓
祝
を
述
べ
ん
(第

一
間
参
照
)
0

[
'

一
献
は
四
確
聞
原
町
莱
商
角
其
敷
地
内
に
で
試
雛
せ
り
｡
地
表
よ
少
挽
十
九
尺
迄
は
古
生
紀
に
属

す

る
角

岩
･砂
岩
･粘
板
岩
等
の
亜
角
灘
を
主
と
し
､
之
に
風
化
し
た
る
花
柄
岩
よ
少
凍
れ
る
砂
を
交

へ
'
現
に
賀
茂
川
の
川

床
を
為
す
も
の
と
同

l
字

cl｡
十
九
八
以
下
は
砂
磯
暦
及
粘
土
暦
を
見
る
｡
砂
塵
暦
に
於
で
は
載
南
岩
の
風
化
よ
み

凍
れ
る
砂
を
伴
ふ
も
の
著
し
-
は
粘
土
を
件
ふ
も
の
と
あ
わ
｡
激
は
上
部
の
も
の
は
比
す
れ
ば
多
少
聞
み
を
有
し
､

砂
中
に
は
多
-
白
雲
母
を
伴
ふ
｡
故
に
上
部
(
十
九
八
迄
)
は
急
激
な
か
流
れ
に
運
ば
れ
た
る
打
成
骨
と
絡
む
べ
i
bも

東
都
市
田
樵
池
を
池
ず
る
北
西
噺
所
に
就

い
て

≡
ル

'一
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のなるに反し､下部は静穏在る湛水中に沈積したるが加-著し-湖底管の観を有す(第二固参照)a
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二
､
二
舵
は
四
催
鳥
丸
東
北
隅
三
非
銀
行
表
に
於
で
試
排
せ
ゎ
｡
此
ほ
て
は
慌
十
三
八
七
寸
を
頃
と
し
て
上
部
は

河
成
暦
ほ
し
で
下
部
は
湖
成
層
と
碑
む
べ
き
7P
粘
土
貿
砂
塵
に
し
て
粘
土
暦
を
敬
-
0

東
都
小
四
使
池
を
油
ず
る
水
田
跡
何
に
就

い
て

言
ニ
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二
十
怨

節
正
統

等
二l

F_ll

三
､
六
観
は
凹
修
簡
洞
院
賓
業
鈍
器
株
式
食
酢
敷
地
内
に
於
で
試
錐
せ
少
｡
此
ほ
て
は
洗
骨
三
八
を
河
成
層
と
湖

成
暦
と
の
境
と
し
二
親
～FJ>
此
し
て
湖
成
層
中
上
部
は
粘
土
質
を
昔
ぶ
る
乙
と
少
-
p
下
部
に
下
る
に
従

以
て粘
土
質

を
糖
す
如
し
｡
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E
Z､
三
艶
は
四
▲僕
大
宮
停
留
場
の
問
約

一
丁
の
基
地
は
於
て
試
雅
せ
-
o
此
ほ
て
は
裸
十
四
八
七
寸
を
河
成
層
と

湖
成
層
と
の
境
と
L
p
後
者
に
於
で
は
六
淡
よ
～,h著
し
-
粘
土
質
を
帯
び
且
つ
粘
土
層
の
数
と
厚
さ
を
増
す

を
互

る
(節
二
間
蓉
帽
…)
｡

以
上
四
ヶ
所
の
武
錐
に
於
で
は
堆
積
物
は
薯
し
き
褐
色
を
昔
べ
る
を
特
徴
と
す
0

五
､
四
雄
は
山
陰
本
線
と
嵐
山
電
車
線
路
と
の
交
叉
鮎
よ
-,
閣
三
丁
(離
別
郎
蒜

)
ほ
て
試
錐
せ
乞

此
ほ
て
は
砂

磯

｡
粘
土
製
砂
磯
及
粘
土
暦
に
し
て
著
し
-
粘
土
層
及
粘
土
盛
砂
磯
多

き
を
特
徴
と
す
｡
且
つ
色
彩
は
前
記
譜
暦
は

何
れ
も
褐
色
若
-
は
苛
衣
色
ほ
し
三
父
互
に
錯
難
し
前
記
四
ヶ
所
の
試
錐
と
状
況
を
異
ほ
し
潮
成
暦
と
瓜
は
る

(
節

三
固
参
照
)
｡

大
､
支
離
は
新
京
阪
鎖
道
の
開
院
騨
霜

餅

聖

敷
地
の
西
北
隅
に
於
で
試
排
せ
-
.
此
ほ
て
も
格
四
塊
と
同

.L
e

状
態
数
量
す
(
第
三
岡
参
照
)
0

七
p
祇
園
電
話
分
局
は
洛
東
大
都
大
路
に
し
て
四
修
通
の
南
二
丁
の
通
わ
を
-1
.
二
魂
は

1
故
の
兼
北
五
十
五
尺

三
庇
は
二
魂
の
北
々
酉
五
十
七
八
に
泰
阜
｡
此
三
井
は
前
記
四
使
河
原
町
の

一
助
と
殆
ど
同

一
ほ
し
で
河
成
層
と
見

る
べ
き
も
の
は

-1
配
に
於
で
は
泥
十
八
凡
､
二
脱
に
於
で
は
洗
二
十
凡
､
三
鹿
に
於
て
は
保
十
九
尺
玉
寸
に
連
す
｡

其
以
下
に
於
で
は
粘
土
暦
屡
々
現
は
れ
磯
暦
も
粘
土
質
な
み
(第
四
図
参
照
)

O

之
む
要
す
る
に
四
修
迫
の

一
淡

二

一助

∴
ハ
駄
及
三
戟
'
及
洛
束
祇
園
電
話
分
局
の
敷
地
に
於
で
は
洗
十
四
尺
乃

至

宇

凡
以
評
の
新
暦
は
比
較
的
静
止
せ
る
水
中
に
沈
澱
し
た
る
趣
を
ポ
せ
る
よ
少
見
れ
ば
'
現
に
伏
見
に
在
る
宜

椋
池
の
如

き
湖
沼
が
社
町
は
京
都
の
旗
4
1J部
分
は
携
わ
后

-
上
記
の
譜
暦
は
堆
積
を
生
ぜ
L
も
後
湖
沼
は
温
か
に
南

淡
邦
打
倒
催
由
を
油
ず
る
米
桝
断
丙
に
就

い
て

≡
ユ

五
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方
は
退
却
し
加
ふ
る
ほ
北
方
よ
さ
流
入
す
る
高
野
川
若
-
は
賀
茂
川
よ
カ
運
ば
れ
凍
れ
る
鵡
角
磯
の
為
に
被
覆
せ
ら

る
る
ほ
至
れ
る
が
如
し
｡
然
れ
ど
79
閣
院
の
四
鴎
及
.TTli髄
に
示
せ
る
夙
に
で
は
此
方
面
は
前
者
よ
わ
久
し
-
湖
沼
の

状
態
を
持
宿
し
静
水
沈
澱
物
と
し
て
は
粘
土
層
若
し
-
は
粘
土
質
砂
塵
を
堆
積
せ
L
も
､
時
に
は
現
時
の
鹿
川
の
如

き
も
の
あ
ら
で
其
激
し
さ
流
水
の
為
に
運
ば
れ
凍
れ
る
磯
を
堆
積
L
t
屡

々
反
覆
し
て
現
衣
見
る
如

き
地
盤
を
銀
威

せ
L
は
非
ら
ず
や
と
瓜
は
る
｡

(
完
)


